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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成21年6月25日(2009.6.25)

【公表番号】特表2007-509991(P2007-509991A)
【公表日】平成19年4月19日(2007.4.19)
【年通号数】公開・登録公報2007-015
【出願番号】特願2006-538556(P2006-538556)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 207/34     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 207/34    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年4月30日(2009.4.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉ－ａ

【化１】

の化合物の製造方法であって：（ａ）式ＩＶ－ａ
【化２】

〔式中、Ｒ３はＣ１－１２脂肪族、Ｃ３－１２アルキル－環状脂肪族、Ｃ３－１２アルキ
ル－アリール、Ｃ３－１２アルキル－ヘテロアリール、またはＣ３－１２アルキル－環状
脂肪族であり、
Ｒ５は、Ｃ１－１２脂肪族、アリール、ヘテロアリール、Ｃ１－１２アルキル－環状脂肪
族、Ｃ１－１２脂肪族－アリール、Ｃ１－１２脂肪族－ヘテロアリール、またはＣ１－１

２脂肪族－環状脂肪族である〕
の化合物の水溶液を、式Ｖ－ａ
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【化３】

〔式中、Ｒ１およびＲ２は各々独立してＣ１－６脂肪族である〕
の化合物と、亜鉛、ジオキサン、水、および所望によりさらなる好適な溶媒の存在下で混
合して、式ＶＩ
【化４】

の化合物を形成すること、
（ｂ）式ＶＩの化合物を好適なアシル化剤でアシル化し、式ＩＸ

【化５】

の化合物を形成すること：そして
（ｃ）式ＩＸの化合物を好適な加水分解条件下で加水分解して、式Ｉ－ａ
の化合物を形成することを含んでなる方法。
【請求項２】
　式ＶＩの化合物をＲ５－ＸまたはＲ５Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ５と反応させて、
式ＩＸ
〔式中、
Ｘは好適な脱離基であり；
Ｒ５はＣ１－１２脂肪族、アリール、ヘテロアリール、Ｃ１－１２脂肪族－環状脂肪族、
Ｃ１－１２脂肪族－アリール、Ｃ１－１２脂肪族－ヘテロアリール、またはＣ１－１２脂
肪族－環状脂肪族である〕
の化合物を形成する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記アシル化条件が：
化合物をＡｌＣｌ３およびＲ５Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ５と加熱して、式ＩＸの化
合物を形成することを含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記アシル化条件が：
化合物をＡｌＣｌ３およびＡｃ２Ｏと還流ジクロロメタン中で加熱して、Ｒ５がメチルで
ある式ＩＸの化合物を形成することを含む、請求項３に記載の方法。
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【請求項５】
　加水分解条件が：
好適な塩基、好適な溶媒、および２０～１００℃の反応温度を含む、請求項１に記載の方
法。
【請求項６】
　前記塩基がＭ（ＯＨ）ｎ（式中、Ｍはリチウム、ナトリウム、カリウム、セシウム、マ
グネシウム、およびカルシウムから選択される金属であり、ｎは１～２である）である、
請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記溶媒がアルコール溶媒である、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記塩基がＫＯＨであり、溶媒がＥｔＯＨであり、そして温度がエタノールの還流温度
である、請求項７記載の方法。
【請求項９】
　式ＩＶの化合物、式Ｖの化合物、および好適な酸を水および好適な体積の有機溶媒中で
反応させて、反応混合物を溶液中に保つ、請求項１－８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　式ＩＶの化合物、式Ｖの化合物、および酢酸を好適な体積の水およびジオキサン中で反
応させて、反応の内部温度を約５０℃～約８０℃に維持する、請求項１－８のいずれか一
項に記載の方法。
【請求項１１】
　式ＩＶの化合物、式Ｖの化合物、水、ジオキサン、および酢酸を約５０℃～約６５℃に
て撹拌する、請求項１－８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記反応混合物を約５８℃～約６０℃にて撹拌する請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　さらに亜鉛を加える工程を含む、請求項１－８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　さらに混合物を約７５℃～約８５℃にて撹拌する請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　混合物を約８０℃～約８５℃にて撹拌する請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　混合物を約８０℃～約８２℃にて撹拌する請求項１－８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１７】
　亜鉛を少しずつ加える、請求項１－８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１８】
　Ｒ３が各々独立してＣ１－６アルキルである、請求項１－８のいずれか一項に記載の方
法。
【請求項１９】
　Ｒ３が各々独立してＣ１－３アルキルである、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　Ｒ３が各々独立してメチルである、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　Ｒ２およびＲ３が各々独立してメチルであり、そしてＲ１がエチルである、請求項１－
８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２２】
　Ｒ５がＣ１－６アルキルである、請求項１－８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２３】
　Ｒ５がメチルである、請求項１－８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２４】
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　Ｒ３およびＲ５が各々独立してメチルである、請求項１－８のいずれか一項に記載の方
法。
【請求項２５】
　Ｒ２、Ｒ３、およびＲ５が各々独立してメチルであり、そしてＲ１がエチルである、請
求項２４に記載の方法。
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